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うめきた２期区域
中核機能の実現に向けて



①地上のまと
まった「みどり」

周辺の緑

周辺の緑

②建築物と一体化し
地上と連続する「みどり」

②建築物と一体化し
地上と連続する「みどり」

地区全体で
概ね8haの
「みどり」

「みどり」と「イノベーション」の
融合拠点

まち全体を包み込む「みどり」が、ここにしかな
い新しい都市景観を創出し、多様な活動、
新しい価値を生み出す源となり、世界の人々
を惹きつける。

世界の人々を惹きつける
比類なき魅力を備えた「みどり」

世界から人材、技術を集積・交流させ、新し
い産業・技術・知財を創造することで新たな
国際競争力を獲得し、世界をリードする「イ
ノベーション」の拠点。

新たな国際競争力を獲得し、
世界をリードする「イノベーション」の拠点

比類なき魅力を備えた
８haの「みどり」
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うめきた2期まちづくりの方針



試作・実証研究実用研究開発基礎研究 起業・新たな事業化

・起業支援（交流促進、ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ・ｵﾌｨｽ提供）
・VC等による事業化資金供給
・マーケティング、プロモーション

・研究開発プロジェクト組成、管理 ・国等の公的資金供給
（人材ネットワーク、ニーズマッチング） ・ビッグデータ利活用、社会実験
・活動用ラボ、フィールドの提供

• うめきた１期では、起業家をはじめ多様な人材が集積。ＩＴやサービス

分野でビジネスを創出

• うめきた２期では、1期での活動を活かしながら、関西一円の研究開

発拠点・大学の新技術を、多様な人材に「橋渡し」する機能を実現し、

新技術を基に事業化を図るプロジェクトチームを次々と組成

• そのため、うめきた２期に技術と人が集まる『イノベーションプラット

フォーム』を構築。技術と人のネットワークの構築に中心的役割を果

たす総合コーディネート機関の設置と、イノベーション創出を支援す

る国の機関等の誘致により、研究開発から実用化まで切れ目のない

支援の機会を提供

うめきた２期の中核機能 「関西の新技術を人に繋ぐ」

□技術の「橋渡し」役を担い、事業化をスピードアップ

研究開発拠点・大学等
うめきた１期

うめきた２期

けいはんな

中之島

うめきた

彩都

神戸大

京都大

大阪大

理研

奈良
先端大

産総研

情報通信
研究機構

神戸医療産業都市

3



■関西の技術につながる、人につながる

• 関西の大学・研究機関から、新しい研究テーマ、研究成果が常に発信されており、研究者

と企業の研究開発担当者、商品開発担当との接点が提供される

• 研究者は、常にビジネス創出を考えている人々に出会え、企業や起業家に技術の橋渡し

ができる

• 研究開発や事業開発への資金の出し手が集まり、資金獲得のチャンスが広がる

• 実践的な人材育成プログラムが提供され、イノベーション活動に挑戦する人材が集まる

■まちを訪れる消費者と、企業等が協業する

• 「みどり」の空間で未来技術やサービスを楽しみながら体験し、得られた情報を活用できる

• 「みどり」の空間で展開される人々の様々な活動により、他に類を見ない研究、マーケティ

ング、広報・展示の機会が作りだされる

■国際的なアライアンスのチャンスが広がる

• 海外のイノベーション拠点と実践的な往来を行うパイプ・ネットワークがあり、ビジネスに利

用できる

イノベーションプラットフォームで実現する機能
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イノベーション拠点のテーマ

「ライフデザイン・イノベーション」
超スマート社会が到来する中、ＩｏＴやビッグデータ等の活用により、創薬
や医療機器開発などの分野にとどまらず人々が健康で豊かに生きるた
めの新しい製品・サービスを創出する



産学官＋来街者・ユーザーの参画により新規プロジェクトを推進
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■新技術を持つ研究者や企業等と、来街者・ユーザーが繋がることで、新たな
商品・サービスが生み出される実証の場を創出



産学官＋来街者・ユーザーの参画により新規プロジェクトを推進
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研究・実証事業のための基盤をあらかじめ整備

• 「みどり」のフィールドで行う様々な活動やモニタリング・データ収集に必要な
基盤設備をあらかじめ整備 (通信、電源、給排水、カメラ・センサ等）

倫理規定やルールに基づく研究・実証事業の実施

• プロジェクトの安全かつ効率的な推進のため、フィールド利用や収集する
データの利活用方法等について、倫理規定やルールを策定

総合コーディネート機関がプロジェクト組成・推進をサポート

• 関西の大学等の技術と企業等を結び、事業化に向けた新規プロジェクトの
組成を支援

• フィールドでの実証事業を円滑に行うためのコーディネート等を支援

世界で唯一の実証環境により、
企業・ベンチャー等による新規プロジェクトへのチャレンジを促進



「みどり」と繋がるイノベーションプラットフォーム

A機関
オフィス

プラットフォーム施設

「みどり」の
実証フィールド

実証を行うための
前線基地となる

空間を、「みどり」
の中の建物内など

に確保

・・・・・・・・・
イノベーション支援機関 等

共用会議室
共用ラボ・事務室等

D機関
オフィス

E機関
オフィス

B機関
オフィス

C機関
オフィス
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総合

コーディネー
ト機関

総合窓口
ホール・
共用講義室

イノベーション施設

プラットフォーム施設
を利用する研究者・
事業家等との協業が
期待される企業等

投資会社、ファブリケーションラボ（工房） 等

共創スペース

共創スペース

entrance



イノベーションプラットフォームの構成

□イノベーションプラットフォームは、「プラットフォーム施設」と「イノベーション施設」で構成
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プラットフォーム施設

□プラットフォーム施設とは

総合コーディネート機関や国等のイノベーション支援機関等が立地する中核施設

総合コーディネート機関の設置

プラットフォーム施設の中心的役割を担う「世話役」組織であり、新技術を持つ研究者や事業家など多
様な人材を繋げ、研究開発等のプロジェクト創出をコーディネートするワンストップサービスを実施

イノベーション支援機関の集積

力のあるファンディングエージェンシー等を誘致・集積することで、研究者等が必要な資金等を獲得し、
プロジェクト創出や事業化に挑戦できる機会等を増やす

研究開発プロジェクトの活動の場

研究開発資金を獲得した産学連携プロジェクト等が、一定のプロジェクト期間中にプラットフォーム施設
に常駐し、実証研究等の活動に取り組む

人材育成プログラムの実施

複数の大学の連携等により、イノベーション創出に関連する人材育成プログラムを実施
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イノベーション施設

□イノベーション施設とは
イノベーション施設は、プラットフォーム施設を利用する研究者等との協業を行う企業やイノ
ベーション創出を促進するファシリティ等で構成される

イノベーション施設に期待する役割の例

企業の新規事業開発部門等が進出・入居し、プラットフォーム利用者との共同開発や販路提供などの
協業が行われることで、出口に向けて事業化が促進される

ベンチャーキャピタルやデザイン会社、コンサルタントなどが近接立地することで、新規事業に必要な
サービスや資金等の獲得が促進される

3Dプリンター等の各種工作機械を利用して、低コストかつ速やかなトライ&エラーを通じてアイデアを形
にできる。また、そこに集まる異業種人材やクリエイターと共創して、新たなアイデアの発想やものづく
りに取り組むなど、ものづくりへのチャレンジが促進される

語学や経営学など、民間の人材育成機関が入居することによって、志を持ち、イノベーション活動に挑
戦する人材の集積が促進される

施設のフレキシブルな活用によって、展示会やシンポジウムが開催され、うめきたの情報が広く国内
外へ発信され、さらに人材が集積する
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